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プログラム
第1日目　9月18日土　　ライブ配信

9:00 - 9:50 学会総会

10:00 - 10:15 開会式

開会の挨拶

松藤　千弥 東京慈恵会医科大学 学長

10:15 - 11:00 学術集会長講演

座長： 河口 朝子（長崎県立大学シーボルト校看護栄養学部 看護学科 学科長）

「中山間医療過疎地・島嶼に勤務する看護職の救急医療・看護に対する学習ニーズと提言」

中村　美鈴 東京慈恵会医科大学医学部看護学科/大学院医学研究科看護学専攻 教授

11:10 - 12:10 教育講演

座長： 中村 美鈴（東京慈恵会医科大学医学部看護学科/大学院医学研究科看護学専攻 教授）

「島しょ医療への招待 －東京都のへき地医療－」

田口　　健 東京都福祉保健局 島しょ保健所長、医療政策部 医療連携推進担当部長（兼務） 
感染症対策部 新型コロナウイルス感染症対策担当部長（兼務）

12:10 - 13:00 休 憩
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13:00 - 14:30 シンポジウム 
 『東京の中山間医療過疎地・島嶼に暮らす人々と織りなされるCare』

座長： 大湾 明美（沖縄県立看護大学 名誉教授）　　　　　 
高松 文子（元三宅村国民健康保険直営中央診療所）

「島しょ医療・育児から島しょ保健所でのCOVID-19対策へ」

松平　　慶 東京都福祉保健局 島しょ保健所 大島出張所

「島で暮らし続けるために」

青木さぎ里 自治医科大学 看護学部

「檜原村の医療 －看取りを中心に－」

田原　邦朗 檜原村国民健康保険檜原診療所 所長

14:40 - 15:40 一般演題（口演）1・2・4

1群「学術集会長賞 候補演題」

座長： 成田 伸（自治医科大学 看護学部）

P1-1 へき地医療における特定行為研修修了看護師の活動の実態に関する研究
鈴木美津枝 自治医科大学 看護学部

P1-2 沖縄県北部地域のZ集落における一人暮らし後期高齢者の困り事と不安
下地　幸子 名桜大学人間健康学部 看護学科

P1-3 宮城県のへき地診療所における医療提供体制の特徴
霜山　　真 宮城大学 看護学群

P1-4 新型コロナワクチンの集団接種における離島診療所看護師の高齢者支援  
－島外の医療支援の効果的な活用のために－
美底　恭子 沖縄県立八重山病院附属波照間診療所

2群「地域で織りなされる高齢者へのcare」

座長： 宮﨑 美砂子（千葉大学大学院看護学研究院 地域創成看護学講座）

P2-1 小地域における通いの場の相互扶助の機能（第2報）－虚弱高齢者が捉える目的と役割、支え－
宮城　千秋 宜野湾市地域包括支援センターふてんま

P2-2 離島において他職種と取り組む高齢者への退院支援・調整の課題
塚本　友栄 自治医科大学 看護学部

P2-3 過疎地域を抱える沖縄県北部地域の認知症独居高齢者の生活困難要因と支援
辺士名　唯 津田沼中央総合病院

P2-4 認知症高齢者の問題行動が地域の資源に生かされる地域ケア
山口　初代 沖縄県立看護大学
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4群「島で暮らす人々を支えるCareと課題」

座長： 田村 須賀子（富山大学学術研究部医学系 地域看護学講座）

P4-1 離島に特化した乳がん患者の受診遅延者の特徴：予備的検討
大城真理子 沖縄県立看護大学

P4-2 A島の家族・地域住民の情緒的な関わりが在宅看取りの意思決定に与える影響
彦坂　弓子 公立久米島病院

P4-3 離島在住者の不妊治療と支援の状況
櫻井　純子 湘南鎌倉医療大学

P4-4 多島A村の新型コロナウイルス感染症予防対策にみる公衆衛生看護実践
本砥　貴子 鹿児島県十島村役場

15:50 - 16:50 一般演題（口演）3・5

3群「島嶼で織りなされる暮らしと教育」

座長： 山﨑 不二子（福岡女学院看護大学看護学部 看護学科）

P3-1 沖縄県離島における「15の島立ち」の実態
比嘉　憲枝 名桜大学人間健康学部 看護学科

P3-2 生活者の視点を学ぶ島嶼実習の強み －老年保健看護実習の教材作成プロセスから－
田場　由紀 沖縄県立看護大学

P3-3 島の暮らしになじむ感染対策 －フェーズごとの課題とその対応に焦点をあてて－
仲原 瑠美 NPO法人いけま福祉センター

P3-4 島しょにおける大学生ピアカウンセラーによる性と生の健康教育の活動報告
長嶺絵里子 名桜大学人間健康学部 助産学専攻科

5群「地域で自分らしく生きるを支えるCare」

座長： 平澤 則子（新潟県立看護大学 看護学部）

P5-1 特定行為研修修了看護師がチーム医療の中で機能する組織体制づくりの支援に関する研究
村上　礼子 自治医科大学 看護学部

P5-2 小規模町村保健師が重視している地区活動方法
江角　伸吾 自治医科大学 看護学部

P5-3 沖縄県北部地域B区の住民が認知症になったら望むこと
安仁屋優子 名桜大学人間健康学部 看護学科

P5-4 へき地診療所患者が利用可能な介護保険サービスと健康に暮らし続けるうえで役立つ資源
青木さぎ里 自治医科大学 看護学部
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14:40 - 16:10 交流集会1・2

「地域医療における特定行為研修修了者の活用を考える」

酒井　郁子 国立大学法人 千葉大学

「中山間過疎地・島嶼におけるルーラルナースとCOVID-19」

平良由香利 沖縄県立看護大学大学院

17:00 - 17:15 閉会式

学術集会長賞発表・第17回学術集会のご案内

17:15 - 18:30 情報交換会

第2日目　9月19日日　　オンデマンド配信

エクスカーション 
『奥多摩町の医療の現状と奥多摩病院の取り組み』

「中山間における奥多摩病院の取り組み」

井上　大輔 奥多摩町国民健康保険 奥多摩病院 院長

「中山間における奥多摩病院の取り組み」

向田　敦子 奥多摩町国民健康保険 奥多摩病院 看護師長


